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項 目 行動できなかった理由 件 行動できた理由 件
１．ベッドに寝る 布団がかけにくい ３ 利き手が使えた ７





２．ベッドから起き上がる シーネ側の手首が曲がらないため起きにくい ５ 利き手が使えた ４
シーネ側の手首が曲がらないため身体が支えられない ２ 利き手と腹筋で起きられた １
シーネ側の掌をベッドについてしまいそう ２ 肘関節が使えた １
手首に力が入らない １
シーネ側の手が使えない １
３．ベッドで端座位になり、靴 ひもを結べない ４ 利き手で靴が履けた ６
を履く 片手で靴は履きにくい ３ ナースシューズは履きやすい １
シーネ側の靴は履きにくい ２ かかと部分を押さえておけばできた １
身体を支えることができない ２ マジックテープはできる １
ベッド柵を持ったり手をついたりできない １ ひもを結ばなかった １
靴を履いてマジックテープなどを止める場合は不便 １





















７．ベッドに座り、自分の名前 紙が動いてしまう ５ 利き手で書けた ５
と絵を書く 丸は書きにくい ３ シーネで紙を押さえて書いた ５
紙を押さえるのが難しい ３
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